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1.中国半導体技術のレベルは？ 

今回の訪中の目的 

2.中国は半導体分野をどうしたいのか？ 

3.何にフォーカスしている？ 

○日中電子材料シンポジウム（北京、上海） 

○大学、企業、工業エリアの見学 



日本側参加者 

企業参加者数： 9名 



訪問先と日程 



中国訪問の感想 

1. 中国見学先の技術レベルの評価 

2. 中国の産業イメージは？ 

3. 中国の何に期待する？ 



中国見学先の技術レベルの評価 

北京大学 

・分析装置の古さに驚いた。 

・中国一の大学にしては装置リプレースまで予算なし。 
     （年間一億元（13億円）） 

・論文投稿先がマイナー。 

・頭脳と装置レベルに大きなギャップあり。 

清華大学 

基礎研究 

国＆企業から資金あり 

・特許もこれから。 



中国見学先の技術レベルの評価 

中国科学技術院半導体研究所 
SCR (産総研） 

研究CR(1,500m2) 
SCR       (3,000m2) 

・予算は潤沢。 

・Non-Si系。 

・ここの研究内容
は中国産業に結
びついている。 



中国見学先の技術レベルの評価 

中国科学技術院半導体研究所 

・予算は潤沢で、毎年の様に装置購入の印象。 

・Non-Si系の発光素子や太陽電池を研究。 

・ここの研究内容は中国産業に結びついている。 

・半導体の最先端技術の研究をしている印象なし。 

微電子研究所 

・Si系の研究担当なので、ITRSロードマップ研究は？ 

復旦大学 



30nm 

現在の集積回路 
(hp45nm node 世代)  

次世代ナノデバイス 
のための材料と構造 
( hp32-22 nm node世代 ) 
ナノデバイス材料 
High-k ,metal gate,  
新材料 
構造 
ナノワイヤー、コンタクト 
 

ポストスケーリング世代 

・3次元構造 

・ 多面的界面 

   構造の3次元化 
 

高速化、高密度化、多機能化、省電力 

Siをベースとしたナノエレクトロニクスのトレンド  



中国見学先の技術レベルの評価 

鎮江科技 

・ソーラー発電モジュールの組み立て工場も人海戦術。 

コストを考えて、オートメーション化 

・日本語のホームページの修正。 

・行け行けの説明に、中国の活気を感じる。 

・半導体ウエハの検査。 

泰州市新エネルギー産業園 



中国見学先の技術レベルの評価 

上海新陽半導体（株） 

・メッキ、超純水とそのドラフト装置の製造メーカ。 

・溶液は全て日本からの購入。 

上海大学 

・メッキ、超純水とそのドラフト装置の製造メーカ。 

・溶液は全て日本からの購入。 



中国の産業イメージは？ 

・最先端技術の研究・開発。 

日・米・EU 

・新材料の研究・開発。 
差別化 

中国 

・ローテクで、人件費の安さで勝負できる分野に特化。 

・企業&大学&国の研究機関のコラボ、PJが不明瞭。 

・先端技術開発を積極的にしてる感がなし。 



中国の何に期待する？ 

・知財権のルール遵守が最初。 

・日本から技術提供して、中国で事業拡大。 

日中の共同事業は？ 

中国に期待すること？ 

・日本に比べて10倍の人口は、10倍の優秀な人材が居る。 


